
初めて婦人会に参加して 
秋山多惠子

●
12
月
14
日　

中
央
義
士
会
義
士
祭　

於 

高
輪
泉
岳
寺

●
12
月
15
日　

真
宗
大
谷
派
東
京
教
区
研
修
会

　

	
	

非
戦
平
和
を
願
う
つ
ど
い
ー
敗
戦
80
年
を
縁
と

し
て 

追
悼
法
要
・
講
演　

於 

東
京
慰
霊
堂

●
12
月
17
日　

全
日
本
仏
教
会
戦
後
80
年
全
戦
没
者
追
悼
法

要　

於 

芝
・
全
日
本
仏
教
会
事
務
所

●
12
月
18
日　

富
山
信
行
寺
元
宗
務
総
長
二
瓶
海
照
上
人
墓
参

●
12
月
20
日　

第
31
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
12
月
21
日　

御
焚
き
上
げ
法
要
・
大
掃
除

●
12
月
24
日　

聖
誕
祭
茶
会　

於 

北
野
ホ
テ
ル

●
12
月
31
日　

音
楽
評
論
家
・
富
永
壯
彦
氏
（
秀
丈
院
音
日

壯
居
士
）
ご
逝
去

●
1
月
1
日　

年
頭
国
祷
会
法
要

●
1
月
10
日　

裏
千
家
淡
交
会
東
京
互
礼
会　

	
	

於 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

●
1
月
12
日　

遠
州
流
初
点
前　

於 

神
楽
坂
・
遠
州
流
宗
家

●
1
月
17
日　

総
代
会
・
年
頭
会
祈
願
法
要
・
役
員
婦
人
会

総
会
・
新
年
懇
親
会

●
1
月
20
日　

東
京
教
区
新
年
会　

於 

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

●
1
月
23
日　

東
京
都
宗
教
連
盟
理
事
会
・
懇
親
会　

	
	

於 

杉
並
区
立
正
佼
成
会

●
1
月
23
日　

江
戸
千
家
蓮
花
庵
前
家
元
本
葬
儀　

	
	

於 

上
野
寛
永
寺
輪
王
殿

●
1
月
24
日　

大
本
山
本
興
寺
加
歴
第
百
三
十
五
世
大
平
日

祐
猊
下
晋
山
式
（
上
記
参
照
）

●
1
月
29
日　

全
日
本
仏
教
会
新
年
会
❶

	
	

於 

京
都
・
都
ホ
テ
ル

●
1
月
31
日　

法
華
コ
モ
ン
ズ
・
法
華
宗
興
隆
学
林
株
橋
隆

真
教
授
講
義　

於 

新
宿
常
円
寺

●
2
月
3
日　

節
分
会
法
要
・
豆
ま
き
❷ 

正
隆
会

法要のご案内 （別紙参照）

盂蘭盆会施餓鬼法要

猿江例大祭・正隆会勉強会（別紙参照）
猿江別院法要　11時〜　
猿江稲荷社春季例大祭 11時 30 分　昼食  12 時
正隆会仏事勉強会 午後1時〜　

春彼岸中日法要

7月16日（木）

5月 2 日（土）

3月20日（金・春分の日）

初　座：午前 11時　第二座：午後 2 時　動物諸霊法要：正午

猿
江
・
猿
江
別
院

	

1
月
1
日
～
3
日
　
初
参
り

	

	
　
担
当
:1
日
・
2
日
＝
園
田
顕
敦
師	

　
　 

　
　         

3
日
＝
大
坪
顕
孝
師

	

2
月
12
日
　
写
経
会

百
茶
色
け
や
き
枯
葉
の
色
い
か
ん

百
茶
色
け
や
き
枯
葉
の
色
い
か
ん

討
ち
入
り
の
雁
木
行
列
風
を
切
る

討
ち
入
り
の
雁
木
行
列
風
を
切
る

口
遊
む
シ
ャ
ン
ソ
ン
枯
葉
銀
座
街

口
遊
む
シ
ャ
ン
ソ
ン
枯
葉
銀
座
街

沢
山
の
銀
杏
落
ち
葉
を
子
ら
蹴
り
ぬ

沢
山
の
銀
杏
落
ち
葉
を
子
ら
蹴
り
ぬ

フ
レ
デ
ィ
の
話
し
を
想
ふ
枯
葉
か
な

フ
レ
デ
ィ
の
話
し
を
想
ふ
枯
葉
か
な

振
袖
の
羽
子
板
少
女
今
何
処

振
袖
の
羽
子
板
少
女
今
何
処

見
返
れ
ば
我
を
見
送
る
白
き
梅

見
返
れ
ば
我
を
見
送
る
白
き
梅

山
は
無
き
都
会
暮
し
の
寒
鴉

山
は
無
き
都
会
暮
し
の
寒
鴉

    

鴉
鵠
鴉
鵠

俳
句
事
始

俳
句
事
始
師
走
・
睦
月

師
走
・
睦
月

大本山本興寺
加歴第百三十五世大平日祐猊下晋山式

　　　1月24日快晴の兵庫県尼崎大本山本興寺にて、香川県観音寺市國祐寺
住職大平日祐猊下加歴※第百三十五世の晋山式が奉修されました。國祐寺
様と当山妙壽寺とのご縁は古く、大正６年に日祐猊下の曽祖父、日済上人
が大本山本興寺御貫首に晋山された際、当山先々代日照上人は「法の響」
社記者として取材させていただいており、以来深いお付き合いをさせいただ
いたと聞いております。その後の御祖父日譲上人・御尊父日晋上人とも、先々
代から当住に至るまでご交誼いただいてきました。ご晋山の同猊下は、
早稲田大学文学部修士課程を修了後、法華宗興隆学林修学、昭和46年興
隆学林講師、同 59年教授、平成 22 年学林長就任。この間昭和60年、学林
は興隆学林専門学校となりました。また平成17年法華宗教学研究所所長、
現在は名誉所長であられます。
　その研究と学識は当宗にとどまらず、仏教学・宗学の泰斗であることは、
斯界の認めるところであります。当住上人もまたその門下の一人であり、親し
くご教導いただいております。
　晋山式は厳かに執り行われ、その後、都ホテル尼崎において祝宴が開か
れました。
※加歴とは、寺院の歴代に加えるにふさわしい僧侶を推挙して、歴世に加わっていただくこと。

　
総
代
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
父
（
村
田
雅
一
）
の
勧
め
に
よ
り
、

秋
山
家
の
墓
を
建
て
た
縁
で
、
令
和
５
年
１
月
の
新
年
会
に
出
席
し
て
、
そ
し

て
、今
回（
令
和
７
年
12
月
）初
め
て
婦
人
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
寺
の
婦
人
会
と
は
想
像
も
つ
か
ず
、
日
比
谷
松
本
楼
で
の
ラ
ン
チ
と
先
輩

の
方
々
と
の
初
め
て
の
出
会
い
と
い
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
相
当
緊
張
し
て
、

お
部
屋
に
入
り
ま
し
た
。
お
話
を
伺
っ
て
い
く
と
、
い
ろ
い
ろ
な
世
界
を
生
き

抜
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
パ
ワ
ー
溢
れ
る
方
ば
か
り
で
し
た
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し

い
経
歴
を
お
持
ち
な
の
に
、
気
さ
く
で
素
敵
な
ユ
ー
モ
ア
の
セ
ン
ス
、
温
か
く

優
し
い
お
心
遣
い
と
親
近
感
を
抱
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
先
輩
方
に
少
し
で
も
近
づ
き
た
い
と
の
気
持
ち
を
持
ち
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
ま
で
あ
ま
り
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
ご
縁
、
そ
し
て
そ
れ
を
導
い

て
く
れ
た
先
祖
を
感
じ
は
じ
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
出
会
い
は
先
祖
か
ら
紡
い

で
き
た
縁
の
賜
物
と
し
て
、
今
後
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
機
会
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
ご
主
人
秋
山
博
司
氏
は
当
山
世
話
人
）

〈
婦
人
会
の
起
源
〉
当
山
婦
人
会
発
足
の
経
緯
は
、
昭
和
22
年
、
当
山
先
々

代
日
照
上
人
が
京
都
・
大
本
山
妙
蓮
寺
へ
晋
山
（
住
職
就
任
）
に
あ
た
り
、

同
本
山
に
婦
人
会
が
あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
当
山
総
代
世
話
人
ご
婦
人
方
を

中
心
に
よ
り
発
足
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
当
山

寺
務
所
ま
で
。

午 前 11時	 新盂蘭盆会法要（新盆）
正 午	 動物諸霊法要
午 後 2 時	 盂蘭盆会法要

64No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　https://www.myojyuji.or.jp令和 8年 3月 1日発行

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

3 月 14 日（土）	 勉強会「法華経への誘い」拝読 18
4 月 11 日（土）	 勉強会「法華経への誘い」拝読 19
5 月 2 日（土）	 猿江大祭・正隆会仏事勉強会（別紙参照）
6 月13 日（土）	 勉強会「法華経への誘い」拝読 20
7 月 11 日（土）	 写経会
8 月　	 	 休講

　当山では、毎月第2土曜日午後2時よ
り月例講正隆会を開催しております。仏教
や法華経についての勉強会や写経会、また
ウォーキング課外活動を行っています。檀
信徒、ご友人どなたでも参加できます。例
会では、毎回1時半より正隆廟墓前法要
を奉修しております。午後 2時開催

❶❶

❷❷

3 尺×4 尺＝6 基
3 尺×3 尺＝6 基
2 尺×2 尺＝8 基

詳細は当山までお問い合わせ
ください。

新規墓所
ご 案 内

猿江別院御写経会

※毎回、木曜日 13時～19時　参加費：500円

4月2日（木）　 6 月25日（木）　
8月6日（木）　10月15日（木）

都仏日誌都仏日誌（東京都仏教連合会）（東京都仏教連合会）

12月8日　「ねぎまの殿様」を高座にかける三遊亭12月8日　「ねぎまの殿様」を高座にかける三遊亭
金朝師匠、作者・五代目立川談志の当山墓所参拝 金朝師匠、作者・五代目立川談志の当山墓所参拝 12月7日　花崎玉女地唄舞の会12月7日　花崎玉女地唄舞の会

中央＝大平日祐猊下、左＝佐々木明乗上人、右＝当住上人中央＝大平日祐猊下、左＝佐々木明乗上人、右＝当住上人

1月20日　屋根の落ち葉清掃 （サエキツリー作業）1月20日　屋根の落ち葉清掃 （サエキツリー作業）小玄関前の白梅、かつてここは紅梅「紅千鳥」小玄関前の白梅、かつてここは紅梅「紅千鳥」

12月9日　久保木日將管長猊下御導師のもと金井内局退任式12月9日　久保木日將管長猊下御導師のもと金井内局退任式

スズメバチの巣スズメバチの巣
（サエキツリー作業（サエキツリー作業
で駆除）で駆除）

樹木ミモザ（アカシア）の下で当住上人（令和 7年 3月9日）樹木ミモザ（アカシア）の下で当住上人（令和 7年 3月9日）写真手前左が秋山多惠子夫人、右が当住久美夫人

1/16  監査会　於 浅草龍園
2/11  第 2 回企画委員会 於 浅草長寿院
2/19  常務理事会・全日本仏教会仏教懇話会 



　
19
世
紀
に
深
川
に
あ
っ
た
妙
壽
寺
の
檀
家
で
豪
商
の
鴻
池
屋
永

岡
成
美
の
美
術
品
収
集
家
と
し
て
の
活
動
と
そ
の
商
才
に
つ
い
て

宮
武
慶
之
先
生
が
時
代
の
背
景
と
共
に
見
事
に
描
い
た
本
を
淡
交

社
が
刊
行
し
た
。
今
は
千
歳
烏
山
に
あ
る
妙
壽
寺
の
三
吉
廣
明
住

職
と
は
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ご
一
緒
し
て
い
て
、
三
吉
さ
ん
か

ら
こ
の
本
の
書
評
の
ご
依
頼
を
受
け
た
。
こ
の
ご
依
頼
を
受
け
た

時
は
今
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
登
場
人
物
と
一
度
も
お
参
り
を

し
た
事
が
な
い
お
寺
に
つ
い
て
の
本
の
書
評
を
書
く
の
は
無
謀
だ

と
思
っ
た
が
こ
の
本
を
読
ん
で
み
て
も
う
一
度
日
本
文
化
と
そ
れ

を
支
え
て
き
た
人
た
ち
の
事
を
考
え
現
在
と
の
比
較
に
思
い
を
め

ぐ
ら
せ
て
み
た
。

　

平
安
京
時
代
に
お
い
て
は
文
化
を
支
え
て
い
た
の
は
武
家
で
、

江
戸
で
は
そ
れ
が
庶
民
の
文
化
と
移
り
変
わ
り
、
成
美
の
よ
う
な

パ
ト
ロ
ン
が
現
れ
て
来
る
。
そ
の
背
景
に
は
平
和
社
会
の
持
続
に

よ
る
心
の
余
裕
と
絶
え
ず
文
化
を
探
求
す
る
江
戸
っ
子
の
好
奇
心

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
平
和
で
心
の
豊
か
さ
を
大
事
に

す
る
世
界
で
も
ま
れ
に
見
る
文
化
を
尊
ぶ
世
の
中
が
存
在
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
現
在
の
社
会
を
考
え
た
と
き
、
抱
一
の
よ
う
な
芸
術
家
か
ら
指

導
を
受
け
な
が
ら
文
化
を
支
え
る
層
が
薄
く
な
っ
た
。
成
美
は
財

産
も
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
余
裕
が
あ
っ
た
が
そ
れ
だ
け
で

は
な
く
、
文
化
に
纏
わ
る
金
銭
的
な
価
値
や
名
誉
よ
り
も
心
の
豊

か
さ
に
価
値
を
見
い
だ
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
終
戦
か
ら

80
年
が
経
過
し
た
今
の
国
民
は
昔
の
よ
う
な
心
の
余
裕
が
欠
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
。
日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ
、
休

み
に
は
純
粋
な
楽
し
み
だ
け
で
は
な
い
、
仕
事
を
兼
ね
た
活
動
で

時
間
を
費
や
し
、
自
分
自
身
の
心
の
豊
か
さ
を
広
め
る
こ
と
が
お

ろ
そ
か
に
な
る
。

　
お
茶
を
嗜
む
人
も
数
が
減
り
、
花
柳
界
で
遊
ぶ
こ
と
に
つ
い
て

余
裕
を
も
っ
て
足
を
向
け
る
事
が
出
来
る
人
も
少
な
く
な
っ
た
。

　
子
供
の
時
、
ス
マ
ホ
と
ゲ
ー
ム
に
多
大
な
時
間
を
費
や
し
た
人

は
好
奇
心
の
対
象
が
偏
っ
て
き
て
、
大
人
に
な
っ
て
も
そ
れ
か
ら

抜
け
き
れ
な
い
な
ど
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
世
に
生
を
得
て
か

ら
様
々
な
刺
激
を
基
に
、
広
い
体
験
と
経
験
者
の
知
恵
に
接
す
る

こ
と
で
自
分
の
価
値
観
と
人
生
観
を
よ
り
豊
か
に
し
た
人
が
ふ
え

て
文
化
を
よ
り
大
事
に
す
る
世
の
中
に
な
っ
て
欲
し
い
。

　
行
政
も
文
化
を
支
え
る
が
、
文
化
に
関
わ
る
人
達
は
苦
し
い
状

況
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
国
の
文
化
は
次

第
に
力
を
失
い
衰
え
て
行
く
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

　
東
京
都
世
田
谷
区
の
妙
壽
寺
で
12
日
、
江
戸
の
富
商
・
永
岡
成
美
の
第
百
七
十
回
忌

追
善
法
要
が
奉
修
さ
れ
た
。
絵
師
・
酒
井
抱
一
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
り
、
同
寺
に
も
多
大

な
寄
進
を
し
た
篤
信
者
に
感
謝
の
唱
題
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
ゆ
か
り
の
道
具
で
報
恩

茶
会
を
開
き
遺
徳
を
偲
ん
だ
。

　
永
岡
家
は
酒
や
米
、
み
そ
な
ど
江
戸
近
郊
の
物
産
を
扱
う
地
廻
り
酒
問
屋
で
、
鴻
池

屋
を
名
乗
っ
た
。
４
代
目
の
永
岡
成
美
は
、長
次
郎
作
の
茶
碗「
一
文
字
」（
重
要
文
化
財
）

な
ど
茶
道
具
を
中
心
に
多
く
の
名
品
を
所
蔵
し
た
。

　
抱
一
の
関
連
史
料
に
し
ば
し
ば
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
し
い
実
像
は
分
か
っ

て
い
な
か
っ
た
。
同
寺
で
は
、
伽
藍
を
奉
納
し
た
大
檀
越
で
あ
る
こ
と
が
伝
わ
る
も
の

の
、
寺
は
か
つ
て
深
川
猿
江
（
東
京
都
江
東
区
）
に
あ
り
関
東
大
震
災
で
古
文
書
は
焼

失
し
た
。

　
昨
年
、
宮
武
慶
之
・
同
志
社
大
「
京
都
と
茶
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
」
共
同
研
究
員
が
、

同
寺
の
墓
所
を
は
じ
め
様
々
な
史
料
を
も
と
に
『
酒
井
抱
一
の
パ
ト
ロ
ン
永
岡
成
美
』

を
刊
行
。
成
美
と
抱
一
の
交
流
や
法
華
信
仰
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
を
機
に
追
善
供
養

を
行
う
こ
と
に
し
た
。

　
法
要
に
は
子
孫
、
美
術
や
茶
道
の
関
係
者
ら
が
参
列
し
、
三
吉
廣
明
住
職
の
導
師
で

読
経
唱
題
し
た
＝
写
真
上
。
合
わ
せ
て
開
い
た
茶
会
＝
同
下
に
は
、
抱
一
の
箱
書
き
が

あ
る
烏
丸
光
広
の
和
歌
の
掛
け
軸
な
ど
ゆ
か
り
の
道
具
を
用
意
し
、
江
戸
町
人
の
法
華

信
仰
と
文
化
に
つ
い
て
三
吉
住
職
が
説
明
し
た
。

　
ま
た
日
蓮
聖
人
の
真
筆
曼
荼
羅
も
展
覧
。
裏
に
成
美
の
寄
進
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と

が
事
績
研
究
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
い
う
。
宮
武
研
究
員
は
「
茶
人
を
調
べ
て
い
て
、

菩
提
寺
に
参
る
と
意
外
な
史
料
が
出
て
く
る
。
成
美
の
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、

抱
一
の
鑑
識
眼
が
入
っ
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
、
作
品
制
作
以
外
の
重
層
的
な
活
動

も
分
か
っ
た
。
盛
大
に
法
要
を
営
ん
で
く
だ
さ
り
、
成
美
の
喜
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
よ
う

だ
っ
た
」
と
話
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
外
日
報・令
和
７
年
10
月
24
日
号
）

　
文
化
活
動
の
活
性
度
を
高
い
レ
ベ
ル
に
維
持
し
続
け
る
の
に
一

番
大
事
な
の
は
人
間
と
し
て
そ
の
文
化
が
好
き
に
な
り
楽
し
む
事

が
学
術
的
に
評
価
す
る
よ
り
も
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
こ
の
本
を

読
ん
で
感
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
時
代
の
文
化
を
知
り
好
き
に
な
る

に
は
様
々
な
刺
激
を
体
験
し
先
ず
見
る
こ
と
と
触
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
十
分
に
時
間
を
費
や
し
、
様
々
な
知
識
者
か
ら

教
え
て
も
ら
う
こ
と
だ
。
成
美
も
最
初
は
宗
教
心
か
ら
く
る
美
術

と
の
ふ
れ
あ
い
で
始
ま
り
、
そ
れ
が
抱
一
か
ら
の
影
響
で
好
き
に

な
り
楽
し
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
抱
一
だ
け
の
付
き
合
い

で
は
こ
こ
ま
で
関
心
が
深
ま
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
の
中
で

成
美
の
遊
び
の
一
例
と
し
て
、
隅
田
川
に
尾
張
屋
彦
三
郎
を
誘
っ

て
、
芸
者
と
幇
間
を
乗
せ
て
狂
言
を
行
っ
た
と
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
遊
び
を
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
心
得
が
必
要
で
あ
り
、
一
夜
漬

け
で
は
出
来
な
い
。

　
文
化
を
本
当
に
理
解
す
る
の
に
好
き
に
な
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
が
、
更
に
美
意
識
を
磨
く
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
美
意
識
は
勉

学
だ
け
で
は
自
分
の
も
の
に
す
る
の
は
難
し
い
。
美
意
識
を
育
む

の
に
数
多
く
の
美
を
体
験
す
る
事
が
不
可
欠
で
、
体
験
し
な
が
ら

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
美
を
感
じ
取
る
力
が
付
い
て
く
る
。
奥

深
い
美
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
感
性
と
体
験
の
回
数
と

時
間
が
必
要
で
あ
る
。

　
成
美
の
妙
壽
寺
と
の
関
係
で
曼
荼
羅
な
ど
の
寄
進
が
あ
り
、
そ

れ
ら
の
寄
進
か
ら
美
術
に
対
す
る
関
心
と
知
識
を
深
め
た
と
想
像

す
る
。
ま
た
、
長
男
、
伊
三
郎
が
玄
々
斎
の
高
弟
へ
入
門
し
お
茶

に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
玄
々
斎
の
進
ん
だ
考
え
方
に
触
れ
た
こ

と
も
成
美
の
文
化
に
つ
い
て
の
考
え
を
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
折
角
先
人
た
ち
が
こ
こ
ま
で
日
本
文
化
を
大
事
に
し
て
き
た
の

で
あ
る
か
ら
、
現
世
代
も
そ
れ
を
引
き
継
い
で
さ
ら
に
内
容
を
充

実
さ
せ
て
未
来
の
世
代
に
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日

本
文
化
に
た
い
し
て
海
外
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
日
本
人

と
し
て
も
更
に
自
国
の
文
化
を
好
き
に
な
り
楽
し
む
こ
と
が
大
事

だ
。
宮
武
先
生
の
本
は
こ
の
よ
う
な
自
覚
を
促
す
効
果
が
あ
る
と

思
う
。

（
月
刊
『
淡
交
』
令
和
7
年
3
月
6
日
号  

淡
交
社
刊　
転
載
）

　
＊  『
酒
井
抱
一
の
パ
ト
ロ
ン
永
岡
成
美
』
を
ご
希
望
の
方
は
、

　
　
　
当
山
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

昨年、裏千家今日庵の月刊誌『淡交』に掲載された
裏千家老分・小坂敬氏の「酒井抱一のパトロン  永岡成美」書評を

ここに転載いたします。
あらためて、ご寄稿いただきました小坂氏に御礼申し上げます。

　また、下段には永岡成美追善茶会の取材記事を
仏教・神道の専門紙『中外日報』から転載いたします。

『
酒
井
抱
一
の
パ
ト
ロ
ン
　
永
岡
成
美
』

寺
と
芸
術
支
え
た
江
戸
商
人
を
偲
ぶ

裏
千
家
老
分
・
株
式
会
社
小
松
ス
ト
ア
ー
会
長
　
小
坂
　
敬

書  評


